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 第 32次地方制度調査会第 1回総会（2018年 7月 5日開催）において設置された専門小

委員会は、第２回総会（2018年 12月 18日）において、「人口減少が深刻化し高齢者人口

がピークを迎える 2040 年頃から逆算し、どのよう な課題に地方公共団体が直面するこ

とになると考えられるか、また、どのように対応することが求められるか」を当面の調査

審議事項に定められ、今年（2019年）7月 2日の第 20回専門小委員会まで議論が重ねら

れてきた。 

 7月 2日の第 20回専門小委員会では、中間報告（案）が議論されている。次回の専門小

委員会において「中間報告」がまとめられるのかもしれないが、ここでは目次のみ紹介し

ておきたい。 
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